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1. 平成30年3月期第2四半期の業績（平成29年4月1日～平成29年9月30日）

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年3月期第2四半期 370 8.2 △17 ― △17 ― △19 ―

29年3月期第2四半期 342 △34.6 △83 ― △83 ― △85 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

30年3月期第2四半期 △3.12 ―

29年3月期第2四半期 △13.67 ―

(2) 財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

30年3月期第2四半期 751 532 71.0 84.80

29年3月期 785 552 70.4 87.92

（参考）自己資本 30年3月期第2四半期 532百万円 29年3月期 552百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00

30年3月期 ― 0.00

30年3月期（予想） ― 0.00 0.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 平成30年 3月期の業績予想（平成29年 4月 1日～平成30年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 1,000 13.1 35 155.7 35 168.3 24 ― 3.82

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年3月期2Q 6,284,944 株 29年3月期 6,284,944 株

② 期末自己株式数 30年3月期2Q 160 株 29年3月期 160 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年3月期2Q 6,284,784 株 29年3月期2Q 6,284,787 株

※四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に掲載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。　業績予想の前提となる条件
及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料 P.2 「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）業績予想などの将来予測情報に関す

る説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、欧米の景気持ち直しに起因する生産財の輸出需要の高まりや、新

型スマートフォンの発売に向けた電子部品産業の景況改善に支えられ、堅調に推移いたしました。 

当社が属する情報通信・エレクトロニクス業界におきましては、5G向け通信システム開発投資や「モノのインタ

ーネット」であるIoT（Internet of Things）関連の新製品開発は底堅く、加えて急速に世界的需要が高まった電

気自動車向け高機能電池やモーター、さらにはその製造装置への需要拡大があり、業況は大幅改善が続きました。

このような事業環境の中で当社は、通信ミドルウェア事業の単一セグメントでの事業形態として、この事業に経

営資源を集中的に投下して経営基盤の強化に努めております。その中でIPセキュリティ分野において、お客様から

高い評価をいただいている監視カメラ／ネットワークカメラ向けの当社ミドルウェアにおいて、今後のIoT普及に

伴うストリーミング等の新規需要拡大に向け、パッケージ化した製品やサービスの開発に力を注ぐとともに、FA分

野において、機械装置への機能安全に関連する規格を実装させるソフトウェア開発環境や、汎用イーサーネット機

器をFAネットワークに簡単に統合するためのミドルウェアを相次いで開発し、スマートファクトリー向け需要の開

拓に努めてまいりました。

その結果、当第２四半期累計期間の業績は、売上高3億70百万円(前年同四半期比8.2％増加)となりました。

また損益面では、営業損失は17百万円(前年同四半期は営業損失83百万円)、経常損失は17百万円(前年同四半期

は経常損失83百万円)、四半期純損失は19百万円(前年同四半期は四半期純損失85百万円)と大きく改善いたしまし

た。

 

（２）財政状態に関する説明 

当第２四半期会計期間末における総資産は、7億51百万円となり、前事業年度末に比べ34百万円減少いたしまし

た。これは主に、現金及び預金の増加93百万円、前払費用の増加18百万円、商品及び製品の増加8百万円があるも

のの、受取手形及び売掛金の減少1億43百万円、長期前払費用の減少14百万円等によるものであります。

負債の部は、2億18百万円となり、前事業年度末に比べ14百万円減少いたしました。これは主に、前受収益の増

加13百万円があったものの、長期前受収益の減少20百万円、買掛金の減少8百万円等によるものであります。

純資産の部は、5億32百万円となり、前事業年度末に比べ19百万円減少いたしました。これは、四半期純損失の

計上に伴う利益剰余金の減少19百万円によるものであります。
 
キャッシュ・フローの状況 
 
当第２四半期累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、税引前四半期純損失17百万

円、無形固定資産の取得による支出14百万円、たな卸資産の増加額10百万円があったものの、売上債権の減少額1

億43百万円等により、前事業年度末と比較して93百万円増加し、当第２四半期会計期間末の資金は、3億83百万円

となりました。
 
また、当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローは次の通りであります。
 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期累計期間において、営業活動の結果得られた資金は1億10百万円（前年同四半期比11.1％増加）

となりました。

これは主に、税引前四半期純損失17百万円（前年同四半期比78.8％減少）、たな卸資産の増加額10百万円（前

年同四半期比14.6％減少）、仕入債務の減少額8百万円（前年同四半期比75.1％減少）、前受収益の減少額7百万

円（前年同四半期は前受収益の増加額106百万円）があったものの、売上債権の減少額1億43百万円（前年同四半

期比35.5％減少）、減価償却費8百万円（前年同四半期比0.1％増加）等によるものです。
 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期累計期間において、投資活動の結果使用した資金は15百万円（前年同四半期比141.5％増加）と

なりました。

これは主に、無形固定資産の取得による支出14百万円（前年同四半期比369.5％増加）等によるものです。
 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期累計期間において、財務活動の結果使用した資金は1百万円（前年同四半期比12.4％増加）とな

りました。

これは、リース債務の返済による支出1百万円（前年同四半期比17.5％増加）によるものです。
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（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明 

当社の属する情報通信・エレクトロニクス関連産業におきましては、IoTの普及に向けた開発投資、設備投資が

本格化する等良好な事業環境にはあるものの、一方で国際情勢は不透明感を増し、金融政策の変化も予想される等

経済の先行きは不確実性が高まっています。

このような事業環境の下では、経済環境の変化に対応し事業基盤を強固にするためには収益性をより向上させる

ことが最も重要な経営課題であると認識し、高付加価値の製品とサービスの拡大を図っております。 

既存の組込分野におけるスマートエネルギーやスマートカー実現に向けたモノ（製品）のネットワーク構築に貢

献できる通信ミドルウェア製品の充実はもちろんのこと、新たな分野への事業展開・拡大策として、産業分野にお

いては監視カメラネットワークとFAシステムを連携させて、工場における生産性改善への有効性を示すことができ

る製品や、機械装置に機能安全に関連する規格を実装させる開発環境等、次世代のものづくり基盤技術とされるイ

ンダストリー4.0の導入を促す技術を開発し、さらに映像セキュリティ分野においては、動画配信ソリューション

や新たなカメラデバイスの発展に貢献するストリーミングデータのビューア開発環境の開発を推進する等、新たな

取り組みを行っております 

平成30年３月期の業績予想につきましては、平成29年５月８日の「平成29年３月期 決算短信」で公表いたしま

した通期の業績予想に変更はありません。今後の業績動向等を踏まえて修正が必要と判断された場合には、速やか

に公表することと致します。 
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前事業年度 

(平成29年３月31日) 
当第２四半期会計期間 
(平成29年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 290,257 383,909 

受取手形及び売掛金 355,371 ※ 211,567 

商品及び製品 6,782 15,013 

仕掛品 14,071 14,638 

原材料 1,070 3,008 

前払費用 38,796 57,607 

その他 9,931 3,896 

貸倒引当金 △100 △100 

流動資産合計 716,182 689,541 

固定資産    

有形固定資産 12,100 9,947 

無形固定資産 20,492 29,602 

投資その他の資産    

投資有価証券 3,500 3,500 

長期前払費用 29,697 15,049 

その他 5,249 5,225 

貸倒引当金 △1,850 △1,850 

投資その他の資産合計 36,597 21,924 

固定資産合計 69,190 61,474 

資産合計 785,373 751,016 

 

- 4 -

図研エルミック株式会社（4770）平成30年３月期　第２四半期決算短信（非連結）



 

    （単位：千円） 

 
前事業年度 

(平成29年３月31日) 
当第２四半期会計期間 
(平成29年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

買掛金 48,642 39,938 

未払法人税等 3,181 6,660 

前受収益 60,233 73,455 

賞与引当金 34,578 33,215 

製品保証引当金 9,047 8,537 

その他 25,372 26,236 

流動負債合計 181,056 188,044 

固定負債    

長期前受収益 41,497 20,785 

退職給付引当金 2,729 2,729 

その他 7,526 6,521 

固定負債合計 51,753 30,037 

負債合計 232,809 218,081 

純資産の部    

株主資本    

資本金 500,000 500,000 

資本剰余金 135,998 135,998 

利益剰余金 △83,343 △102,972 

自己株式 △91 △91 

株主資本合計 552,563 532,934 

純資産合計 552,563 532,934 

負債純資産合計 785,373 751,016 
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（２）四半期損益計算書

（第２四半期累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年９月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年９月30日) 

売上高 ※１ 342,114 ※１ 370,152 

売上原価 170,240 184,842 

売上総利益 171,873 185,310 

販売費及び一般管理費 ※２ 255,217 ※２ 203,147 

営業損失（△） △83,344 △17,837 

営業外収益    

受取利息 3 3 

受取手数料 55 100 

その他 2 29 

営業外収益合計 61 133 

営業外費用    

支払利息 36 26 

為替差損 661 0 

営業外費用合計 698 26 

経常損失（△） △83,981 △17,730 

特別損失    

固定資産除却損 1 58 

特別損失合計 1 58 

税引前四半期純損失（△） △83,982 △17,789 

法人税、住民税及び事業税 1,968 1,968 

法人税等調整額 △30 △128 

法人税等合計 1,938 1,840 

四半期純損失（△） △85,920 △19,629 
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書

    （単位：千円） 

 
前第２四半期累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年９月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税引前四半期純損失（△） △83,982 △17,789 

減価償却費 8,334 8,345 

賞与引当金の増減額（△は減少） △8,828 △1,363 

製品保証引当金の増減額（△は減少） △2,725 △510 

受取利息及び受取配当金 △3 △3 

支払利息 36 26 

為替差損益（△は益） 166 △7 

固定資産除却損 1 58 

売上債権の増減額（△は増加） 223,012 143,803 

たな卸資産の増減額（△は増加） △12,575 △10,735 

仕入債務の増減額（△は減少） △34,899 △8,703 

前払費用の増減額（△は増加） △74,343 △4,162 

前受収益の増減額（△は減少） 106,059 △7,489 

未払消費税等の増減額（△は減少） △9,764 △2,767 

その他 △5,872 10,895 

小計 104,616 109,596 

利息及び配当金の受取額 3 3 

利息の支払額 △36 △26 

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △5,238 812 

営業活動によるキャッシュ・フロー 99,343 110,386 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △3,580 △796 

無形固定資産の取得による支出 △3,176 △14,912 

貸付金の回収による収入 100 － 

敷金及び保証金の差入による支出 △85 △26 

敷金及び保証金の回収による収入 246 50 

投資活動によるキャッシュ・フロー △6,495 △15,684 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

リース債務の返済による支出 △900 △1,058 

自己株式の取得による支出 △41 － 

財務活動によるキャッシュ・フロー △941 △1,058 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △166 7 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 91,740 93,651 

現金及び現金同等物の期首残高 312,360 290,257 

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 404,100 ※ 383,909 
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（４）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

Ⅰ 前第２四半期累計期間（自 平成28年４月１日  至 平成28年９月30日） 

１．配当に関する事項 

該当事項はありません。 
 

２．株主資本の著しい変動に関する事項 

当社は、平成28年６月24日開催の定時株主総会における「資本金の額の減少の件」の決議に基づき、その効力

発生日である平成28年８月１日付で、資本金の額1,202,036千円のうち702,036千円を減少させ、減少した資本金

の額全額をその他資本剰余金に振り替えた後、平成28年８月25日開催の取締役会の決議に基づき、その他資本剰

余金を647,924千円減少させ、繰越利益剰余金に振り替えることにより、欠損填補を行っております。 

なお、株主資本の合計金額には、著しい変動はありません。 

 

Ⅱ 当第２四半期累計期間（自 平成29年４月１日  至 平成29年９月30日） 

１．配当に関する事項 

該当事項はありません。 
 

２．株主資本の著しい変動に関する事項 

該当事項はありません。 

 

 

（四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

該当事項はありません。 
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（四半期貸借対照表関係）

※ 四半期会計期間末日満期手形

四半期会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。なお、当四半

期会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期会計期間末日満期手形が四半期会計期間末日残高に含ま

れております。
 

 
前事業年度

（平成29年３月31日）
当第２四半期会計期間
（平成29年９月30日）

受取手形 －千円 3,240千円
 
 

 

（四半期損益計算書関係）

※１．売上高の季節的変動

前第２四半期累計期間（自 平成28年４月１日  至 平成28年９月30日）

当社の売上高は、通常の営業形態として、第２四半期会計期間及び第４四半期会計期間に完了する業務の

割合が多いため、四半期会計期間毎の売上高に季節的変動があります。

 

当第２四半期累計期間（自 平成29年４月１日  至 平成29年９月30日）

当社では、製品の出荷やお客様の検収が９月及び３月に集中することから、第２四半期会計期間及び第４

四半期会計期間の売上高及び営業利益の割合が高くなる傾向があり、四半期会計期間毎の業績に季節的変動

があります。

 

※２．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次の通りであります。

 
 前第２四半期累計期間 
（自  平成28年４月１日 

  至  平成28年９月30日） 

 当第２四半期累計期間 
（自  平成29年４月１日 

  至  平成29年９月30日） 

給与手当 69,319千円 45,142千円 

賞与引当金繰入額 16,418 13,153 

研究開発費 25,974 21,456 

減価償却費 3,342 1,696 

 

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期累計期間

（自  平成28年４月１日
至  平成28年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自  平成29年４月１日
至  平成29年９月30日）

現金及び預金勘定 343,840千円 383,909千円

有価証券勘定 60,259 －

現金及び現金同等物 404,100 383,909
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